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自然通気お 
開放式石油ストーブ 

日本工業規巧品 


このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありげとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 


力 '! i ! '!: け. 


li 


•ををのために化ずお守りください’ 

♦使用ずる場所 . 

•さ部のなまえ . 

•使巧前の準偏 

使用前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 

点火前の準備と確認 . 


>使いかた 

点火のしかた . 

炎の調節のしかた……’ 

消火のしかた . 

でるでるおの使いかた’ 
巧震自動消火装置-…… 


9〜10 


♦点検-手入れ . 

♦故障.異常の見分けかたと姐置方法- 

♦部品交換のしかた . 

•保管(長期間使用しない場合) . 

♦廃棄ずるとを . 

•化様 . 

♦アフターサービス . 


裏表紙 


公ち険 


!ガソリン使用禁止 
使巧燃料：灯油 
KEROSENE ONLY 


A 警告 
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換気が要 

1時間に！〜吕回 

I 寝るとき消义^ 
[癌油時消义; 

A ま意 

変質した持ちおしな油 
使用厳禁 
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安全のために必ずお守りくだをい 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを 
説明していまず。 

♦ここにおした表あは、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損富の程度をなの表示で区分し、説明しています。 


A 危獻 DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取撒いをすると、人び死じ、重傷を負5危険、ま 
たは火災の危険が差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ可能性、 
または义ぶの可能1性び想定される内容をおしています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害の発生び想おごれる巧容を示しています。 


♦お守りいただ < 内容を、次の給表示で区分しています。 


0(§)®® 

この絵表示は、 r 禁止」さ 
れている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」し 
ていただ < 内容です。 

0© 

この絵表示は、必ずして 
いただ<「指示」内容です。 

♦説明で中の r お願 lAi 事項は、本撒を誤りなく正しく使用して 
いただくための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 1 

1 

★ガソリン使用禁止 

ガソ1」ンなど揮発性の高 
が量の滴入でを 、火災の 

Ia ' 由は、絶翊こ使用しないでくだごい。 (^1) 

原圆こな。ます。 嗯^觸 


A 警告 （ WARNING ) 


★換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素が不足すると、不完全臓焼し、一酸化炭素などび発生して中量になるおそれびあります。 
•使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給して<ださい。 
(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでくださし、。 



© 

換気 


★スプレー宙厳禁 


スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や周囲に放置しないで<ださい。 
熱で吿の圧力び上び0、爆発し、危険です。 



0 

禁止 


★カーテン、可燃物近接厳禁 

力ーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでくだごい。 
ストーブの周固に可燃物を置かないで < ださし、。 

ストーブの熱気で着义して、火災の原因にな0ます。 


★巧類の乾燥厳禁 


な類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、义災の原因になります。 



0 

禁止 


0 

禁止 


★寝るとき消义 


寝るとさや外出するときは、必ず乂び消えていることを確認してください。 
予想しない事巧び発生するおそれびおります。 



〇 

消义 


★給油時消义 


給油は、必ず消火し、ストーブのミ届度び充分に下がってからおこなってください。 
火災の原因にな0ます。 



〇 

消火 


★可燃性ガス使用厳禁 


ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するもの(ガソリン、ベンジン、シンナ ー) や、 
スプレーを使用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 



0 

使用禁止 


★やかんのせ禁止 


やかんやなべなどをのせないでください。 

振動や接細によつて、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 



0 

禁止 


1 














A ミ主意 （ CAUTION ) 



屋台、製品内部のほこりをときどき除去してくだごい。 

油タンクの下か5燃焼巧空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにミ主意して 
ください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になります。_ 

★巧震自動消义装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は1箇月に 1 回な上、対震自動消火装置を作動させて確実に消火すること 
を確かめてください。 

確実に消火しないとさは使用しないで、すぐに修理してくださし、_ 

女純正"部品み岳！ - 

しんなどの部品は、返、ずトヨス I ''ーブ純正部品(指定された部品!)を使用してくだごい。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想でさない事故び発 
生ずるおそれびあります。_ 

★分解修理•改造の 

故障、破損したら使巧しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないで<ださい。 

不完全な修理やな造は危険です。 


¥ 

¥ 

分解禁止 






き全のために必ずお守りください 


A 注意 （CAUTION) 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 

お子様やお年寄り、体のす目由なちびお使いになる墙合は、ストーブのお扱い、部屋の換気、高温部への接關による 
やけど、低温やけどや脱水症げなどについて、周囲の人び充分にミ主意してくだごい。 

★保管時にしてい ただくこと 

•長期間使巧しないときなは保管すると走は、必ず巧油を巧いて、電池ケースから乾電池をおりはずしてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火災のおそれびあ0ます。 

• しんの手入れ(から焼きク u — ニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでくだごい。 

_乂がのおそれびあります。_ 

★廃 棄ずるとを 

ス I ブを廃棄処分するときは、おず油タンク内の灯油を抜き取り、電池ケースから乾電弛を取りはずしてくだごし、 

(14 ぺージ参照） 

灯油や乾麗池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事巧び発生するおそれびあります。__ 

★次の榻巧では使用 しなし、1_ 

火災やで想、できない事故や巧障の原因になります。 C 風のあたる場巧、部屋の出入□、屋夕 〇 

( 水平でない攝巧、不巧定な場所 ) •風のあたる場所や屋がでは使用しないで < ださい。使^止 

■愼斜た獅や臟の;'^ L りとちでは、使用しないでください。炎：^^;をミ誓1^で^掃除機の排気びあたらな 
巧震自動消火装置び誤作動することがあ0ます。 君レし- f / f ごし J 。. r , ~ • 

• しっかりしたじょうぶな床面で使用してください。 •磬2堂人弓な记の通 J 呼ん人か, 3 、つかったりつま 

•移動車両の中ゃ、不を定な台の上で使用しなぃでくださし、。 2 含, f 麗 2 男庶雜普齋ぉ h ュ. 

輯落したり、火淵こなるおそれげあります。 して軸や人んか起きるあそれか あります。 

し暖炉などストープが囲われる場所 ) C 不を定な物をの g た棚などの下 ) 

♦暖炉や巧入れに入れての使巧など、特殊な博いかたをしないでく •落下物にょり义災び起きるぉそれびあります。 

だごい。 C 直射日光のあたる場所、温度の高 い場所 ) 

乂災の原因になります。_ •異常燃焼を起こすおそれびあ D ます。 

ほこりや湿気のをい場巧） ■ 油 タンクの 好 油げあふれ出 て乂災のおそれびあ0ます。 

•粉類や繊維を賴ぅ場所や温室.養鶏場など、塵例にりの多ぃ C 巧燃性ガスの発をずる場巧、またはたまる 場所 ) 
場所では使用しないでくだごい。 •爆発や义がの原因になります。 

箇脈目づまりが働こなり、異常燃(_1•美容院、クリ— ニ ング店などスプレ-や化学！品を使う場所 ) 
广 貧擎廷驾逆、 f 三 f ::, ぃ g - K 、 •化学暴品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐食 

C : 皿を•飼育を r よと人のいない皆巧 ) 巧 ガスの発生により金属.鏡.ガラスなどを傷める原因 

•使用環境の変化で、予測しない事巧び発生するおそれびあります。ことなります。_ 

皆可燃 物（木 壁 、台板、ふすまな ど)との距離を離ず! 叫 I 巧团 

•ストープから可燃物との距離は、ち図の指定 1 U 上の距離を保つようにしてください。 

•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m む 上 あけてくだごい。 

•上方の棚などひらの落下物びないよラにして<ださい。 

•力ーテンなどびストーブにふれないよラにしてください。 

•家具等からはち図の指定しソ上の距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 







願い （NOTICE) 


•巧油の廃棄処分は、巧油をお買いホめになった販売店にご相談ください< 


使用する場所 


I ★効果的に使用ずるために I 

•このストーブは、なるべく部屋の中央に置いていただをますと、対流効果によってお部屋の温度 
のムラび少な<な0、効果的な暖房びでさます。 

(ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでくださし、。） 
•お部屋の空気をサーキユレータなどで巧流させますと、お旨15屋のミ晶度のムラびよりみ、な<な0、 
効果的に暖房びでをます。 

(このときストーブには直接風びあたらないよラにしてください。） 





























n 部のなまス 

















































使用前の準備 


ス I -ーブを取り出ず 


1包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったラえ 
I で、包装箱か6包装材を取り除さ、製品を傷付けないよラ 


3 炎筒内部の包装材をおり出してくだ 
さい。 


に取り出してくだごい。 

-お願し、- 

包装巧は可燃物ですか5、必ず取り除いてください。 


包装材を巧り出さずに使用されまず 
と、义災のおそれびありまず。 


天板を炎筒にかぶせてください。 


天板をお0はずしてくだごい。 







置台に取付けてある止めねじをゆる 
め、置台に油タンクをのせ、油タン 
ク脚を置台の止め板の下に押し込ん 
で < ださし、。 

ゆるめた止めねじで、油タンクと置 
台を確実に固定して < ださい。 

-お願い— 


油タンク 


巧タンク脚 止めねじ 


了 ，- - 

止を巧/ ' C 垣を 


必ず置台をおり付けて使巧してください。 



勇)燃料は口油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してくだをい。 
獲変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


A 危険 


女ガソリン使用禁止 I 


ガソリンなど揮発性の高い油は、お巧に使用しないでくださし、。 
が是の混入でち、火災の原因になりまず。 


011 


ガソリン禁止 


I 


•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったときは、 
あねてずに緊急消火レバーを巧して消火してくださし、。 

•変質灯油(持ち越した巧油など)、不純な油（巧油 L ソ外の油- 
水•ごみび混入したな油など）は、絶対に使用しないでくだ 
ごい。 

異常燃焼や故障の原因にな D ます。 

•巿販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださい。 
異常燃焼を起こすおそれびあります。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます 
(乂の気のない巧でおこなつてくだごい） 


〇な油 


X ガソリン 


(!) な油の保管のしかた 


•な油はぶ、ず义気、雨水、ごみ、高温 V 

および直射曰光を避けた場巧に保管 ； 

してください。 

•なミ由の容器は専用のされいな容器を ぐ.. 
使用してください。また灯油容器は m 回叫 ^ 
必ず JIS 認を品で色つさの丹油専用「一 
容器を使用してください。 f ご 

• 灯油容器内の灯油びかないと温度変——^ 

化によ D 結露して水びたまることび 
あります。 

• ドラム任などで、長期間大量に保管しないでください。 

•おモ様の手のとどかない巧に保管してください。 


0 


濡れたままです。 


すぐに乾いてしまいます: 


良い保管 


悪い保管 


直が曰光、雨水び当たらず、 
火気のない;令指所へ保管 


直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室かの保管 




0 


変質灯油とは 


• 古いな油。（ひと夏持ち越したな油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した巧油。 

•容器のふたが開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した灯油は変質しやすい。 
•変質のひどいをのは黄色はをおびたり、 
すっぱいにおいがします。 

• 変質を防ぐためな油は翌シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 


0 


不純な袖とは 


/古い口独ま 
\樓ねないで. 


使用禁止 


•打油しソがの油（ガソリン、シンナー、天 
ぶら油、機械油、重油など）びほんのか 
しでを混入した灯油。 

• 水やごみび混入した灯油。 


0 


使用禁止 



な油む列か 


油、水、ごみを 
\入れないで/ 



乾電池を取り付ける 



乾電池は別売です。 

電池ケースカバーを取りはずし、巿販の単二形乾電池 （2 個） 
を購入して、炎筒側面の電池ケースに、$0を正しく合わせ 
て入れてください。 


••るつまみの位置の確認 


しん調節つまみを引き抜いて、內部にあるでるでるつまみの① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認してください。違 
っていました5①にはめ替えて < ださし、。 

(詳しくは、10ぺージをお読みください。） 


1 


就砸 


纖 三- ス 


•巧しい乾電池とちい乾電池、種類の違ラ乾電池を混ばて使用 
しますと、点火でさなかつたり、点、火しにくくなった0、液 
漏れや破裂する原因にな0ます。 




固定ピンびめ CD 
位困にあること 

る SM* 田 ■ 


でるでるつまみ\ 


-お願い - ^- 

製品の輸送中に生じた炎筒の破損、燃焼筒のをお、ねじの 
ゆるみ や、 はずれなどびないか調べてください。 


変質巧油•不純巧油の見分けかた （コッブに水を入れ、次に口油を入れて背後に白い紙をあてます。) 


水と同じ無色透明なら正常。 


かしでを色びついていたら使用しなし、 




0 

使用禁止 


I 変質灯油やす純灯油の見分けかたはた 
いへん難しいので、 メーカーの はっさ 
りしない灯油は使巧しないでください。 


変質'な油や不純灼•油を使用ずると 

• 変質巧油や不純灯油を使用しますと、しんに多重の夕 
ールびたまり、しんの巧端び固くなったり、点义しに 
くくなったり、しんび上下しにくくなった0、炎び大 
を<ならな<なったり、激しいにおいがした0します。 
また、消火時にしんび下びらず火び消えなくなります。 

•水の混入した好油を使用しますと、しんび上下しにく 
くなったり、油タンクにな油び巧っていてを炎びルさ 
くなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびした0、 
义び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのびミ昆入し 
た巧油を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質好油や不純な油を使ったときの処置のしかた 

1 油タンク巧の悪い灯油を抜さお0、良質の灯油で内 
■ 部を2〜3回洗淨してから良質の灯油に入れ替えて 
<ださい。 

(悪い讯由び残ってし、ると再発します。） 

P しんの手入れり4ぺージ参照)を見て、しんの巧端の 
じ固くなっている部分を、ラジオペンチなどで軽くつ 
ぶしてから、から焼きクリーニングをおこなってく 
ださい。 

〇しんの手入れをおこなっても効果のないとさや、水 
d びを量にミ居入している場合は、しんを取り替えてく 
ださし、。 

替えしんについては、販売店までお問い合わはくだ 
さし、。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でを有料修理となります。 






妄用前の準備 



巧 




給油のしかた 


•ストーブを使用するときは、ときどを油量計を見て、の油びあるかどラか確認し、油量計の針び 「0」 の位置を示す前に給油し 
てください。 


A ^とヒ 給油は、必ず消义して、ス I -ーブの温度が巧分に下びってか 6 おこなってください。 
胃〇 乂災の原因になります。 


A ま意 

給ミ由は、がず乂の気のないところでおこなってください。 

乂がのおそれがありまず。 

0 

、 


禁止 

✓ 


給油□ふたを開ける。 

給油□ふたを、を （ c )) に回し 
ておりはずしてくだごし)。 


油量計を見なが6給油する。 

• 巧版の給油ポンプの先端を止 
まるまで軽く差し込んで、油 
星計を見なびら給油してくだ 
ごい。 

(ホースび抜けないよラに手 
で固定しなびら給油して < だ ' 

ごい。） 

•な油は、油 a 計の r 満」の位置湾 I 
まで給油してください。 — 

r 危」の位圃まで入れ過ざます 
と、あふれ出ることびあ D まをぉ 
すので巧分な意してください 。 m 
床を巧した0、臭気や火災の 
原因にな D ます。 


['油■計 I 


-お願い- 

オート給ミ由ポンプを固定ずる場合は、ホースを油タン 
クにクリッブで固定でさないので、必ず、ホースび給 
油口か6巧けないように手で固定しなが5使巧してく 
ださい。 

I 才ート搞油ポンプの「満墨位置 J の調節は、ポンプの取 
扱説明書に従っておこなってください。 


給油口ふたをしっかり締める。 

•給ミ由□みたを、ち（(つ）に回しベ苗ぉ" 

てしっかりしめてください。 11 ^ 

•巧ミ由容器のふたを、しっか D 締, / 
めておいて < ださい。 —一 V rfv / 


こぼれたな油はよくふを取る。 

• こぼれた灯油は必ずされレにふ 
さおつてくだごい。 

危険ですし、燃焼中に臭気を発 
生する原因にもなります。 


点乂前の準備と確認 


水平の確認 


>水平な場所で使用してください。 

ストーブは、必ず水平な安定した場所で使用してください。 

ストーブび、傾いていないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめて<ださい。 

ストーブを傾いたげ態で使用しますと、巧震自動消火装置び誤作動することびあります。また、転 
倒しやす<なったり、異常燃焼の原因にな D ます。 


巧震自動消乂装置のセット 


(再セットずる場合でも同じ手順でず。） 


I しん調節つまみを r 燃焼」の方向へゆっくり回す。 

•しん調節つまみを、 r 燃焼」の方向（〇)に、ゆっくり止まるまで回しまずと、巧震自動消火装置 
び自動的にセットされます。 

•対震自動消火装置をセットするとをには、「カチカチ J と音びして、みし重くなります。 


点乂前の確認 


I 燃焼筒のセットを確認する。 

•点义操作をずる前には、必ず、燃焼筒び正しくしん調節器にセットされているか、燃焼筒つまみ 
を左ちに2〜3回動かして、スムースに動<ことを確かめてくだごい。 

•ストーブの上方や周囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してくだ 
さい。 

可燃物びあると火災になるおそれびあります。 







点乂のしかた 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換を、しんの手入れ（か6巧をク 
リーニング）をしたときは、給油後約1日分!; Lb 待って、 
しんに巧分な油び版い上げられてか5点义してくださし、。 
巧分に吸い上げ5れていない状態で点乂しまずと、点义 
ヒーターのフィラメントを変化させたり、しんを傷めまず。 


•巧めてお使いになるとさは、点火後、機器に付着している 
ほこりや油び焼けるにおいびしますび、しば6く使用して 
いただければにおいはな < な0ます。 

♦点火後しばら<の間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではあ0ません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしなくなります。 


しん調節つまみを「燃焼」のち向へゆっく 
り回ず。 

• しん調節つまみの目印を、 r 燃^ 
測の方向（〇)にゆっくり止 linMUMmriiMjJI 
まるまで回してくだごい。 气早碑 

( しんび上び。まず） ||じ吉^^^浮"础 

•しん節つまみの目印び漏に||が滸 
書いてある r でるでるお」①の位ん6\^^ぐ^ 
置で止まります。 yy r 

•しん調節つまみの目がは、回し ' cl ! 
続けますと、ほぼ真上まで回り 
ますび、手をゆっくりはなすと 
「でるでるな」①の位置まで戻り 
ます。 

リ0ぺージ I でるでるなの便 UW 

固参照） 

点乂レバーをゆっくり巧し下げる。 

扉を開け点火レ J く—を r 点乂」の方姐邮"無 If *iMny 
向 (♦) に、ゆっくり巧し下げてく が* 

ださい。（点乂します） Wk £ ム 如喊 


拜 

3 


义が着いたことを確認し、点火レノ く一を戻ず。 

火び着いたことを確認したら、手を点义レバーから ゆつ 
く 0はなしてください。 


燃焼筒のセットを確認する。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 
くしん調節器にセットごのている 
か、しんの上にのつていないかを 
必ず確かめてください。 


臓 


扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
影響をラけて異常燃焼を起こずおそれがあります。 

-お願い- N 

点义ヒーター付近から白煙が出て点火しにくいときは、 
点乂レバーを少し戻ずと点火しやずくなりまず。点义 
ヒー ターの フィラメントを、しんから！〜1.日 mm 離ず 
のが一 番点义しやずい位置でず。 

‘点火操作をしたとを、点火ヒーターの赤熱び不充分で 
点火しにくい場合は、新しい乾電池〔単!:お乾電池： 

2個〕をご購入のうえ交換して使用してください。 
けべージ 1 乾聖池を敢师巧る 1 を参照） 


しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆつ< 
り回ず。 

しん調節つまみの目 ED を、 r 燃焼」^ 
のち向（〇〇にゆつく 0止まるま 「1が 川川 iVii 均 I 

で回してください。 う 

( しんび上びります） ,1 C 去^が如 


扉を開けて、マッチや巿販の点乂用ライタ 

—でち、いすス 

•扉を開けて、燃焼筒つまみをゆ I い| II I 
つく0持ち上げて、マッチや市 jiwyu^UL 
販の点乂用ライターなどを使つ 侯^ 

てしんに义を着けてください。 

• たばこ用のライターで点火しな：！合一^ ，一 

いで < ださい。 h \ 

•マッチで 点火した場台は、 マッ パ、—— 

チの燃えかずを、しん付近や機 
器內に落としたり、困台の上に 
直かないでください。 

乂が着いたことを確認し、燃焼筒のセット 
を確認ずる。 

•火び着いたことを確認した6、 ly !| I II II II II II 
燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正しくしん調 If jU - fJ が I 
節器にセットされてぃるか、し 
んの上にの〇ていないかを必ず t ^ 
確かめてください。 

♦火び着いたことを確認した6、 / - 

しん調節つまみを少しだけ（点 
火した火び消えない程度に）ミ肖 
义の方向に回してみて、引つか 
か0びな < スムースにしんび下 
げられることを確認してから、 

ちラー度しんを上げて使用して 
<ださい。 

しん調節つまみびスムースに回 
らないときは、燃焼筒を持ち上 
げて、しんを完全に下げてから、 

点火操作を始めからや0直して 
<ださし、。 

• ライターをストープの周回に放 
置しないで < ださい。 

扉を閉める。 

扉を開めてください。扉を開けたまま使巧すると、風の 

影響をラけて異常燃焼を起こすおそれびあ D ます。 


使いかた 


使いかた 








をいかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 


•がの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

•しん調節つまみを回して炎を調節するとさは、のイラストをよく見て.おず正常燃焼の範囲で使用してください。 


炎のげ態1 


最大正常燃焼のとをの炎の長さは、内炎板か6 3〜4 oil です。 


冥 常 



正 常 
内炎板 


正 常 


異 常 


〇 

3〜 4 cm 




しんび上びり過ざ 

(茨び大さくなりすぎている） 

ずすや一酸化炭素び 
を<発をする 


最大正常燃焼 

がび内炎板から 
3〜 4 cm 出る状態 


最小正常燃焼 

炎び巧が板から 
1加出る巧態 


しんが下がり過ざ 

(がび出たいない）_ 

においや一驗化炭素び 
を<発生する 


[MiimiiniiMij 


m 


® 巧の大きごは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点火後2分ほどで、《び上びつてさます。しばらくすると炎び長く伸びてをます。おび勢いよく環 
がに、斜め上方に燃え上びるのびよい状態です。 

•室内温度び上昇して《び大を<なりすぎて、すすび出ることびお0ましたら、しんを下げて炎を調 
節して < ださい。 

•臟焼中は、時々がを見て、正常燃焼であることを確認してください。 

正常燃焼でないとさは、炎の調節をして<ださい。 


乂力を弱くずる場合のま意 


•火力を弱くした場合でも、炎び内炎おから1 cm 出る巧態で使用してください。 

•あまり火力を旨旨<すると、においや一酸化炭素びを<発生し、しんにタールび付着します。 

しんの高さ調 節 （でるでる 忍）について 

使用時間の経過につれて、しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの莫化などで炎び大きくならない 
とさは、10ぺージの 「でるでるおの使いかた I の頂を参照して.しんの高さの調節をしてください。 

•変質灯油や不 I 純灯油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないととを 
に' しんの上下操作び重くなります。このようなとをは、14ページ nn 2しんの手入れをずるの項を参照してしんの手ス 
れをしてください。 


消乂のしかた 


通常の消乂の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置 J まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目目!]を「消火」の方向（〇)へ r ニオイセーブ消义位置」までゆっく〇止まるまで 
回して<ださい。（速<回ずとにおいが出やすくな0ます。） 

消乂を確認する。 

• においをかなくずるため、4分程燃焼(炎び一部残る）して消火します。 

• しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消火位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してくだ 
さし、。 


IIMIMIIMMIII 



緊急の消义の場舍 


勇)緊急消义レ/ (一を巧し下げる。 

緊急消火レバーを押し下げて、対震自動消乂装置を作動させてくださし、。 

このとを急速に消乂させるため、においやすすが発生することびおります。 

しん調節つまみの目印び r 裝急消义位置」にあり、火が消えたことをおず確認してください。 

•しんび下び5ず消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを下げてください。 
それでもしんび下び5ない場合は、义び消えるまで燃やしきってください。 


hiiimiiimiim. 
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でるでる芯の使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒の酸化、しんの劣化などで炎び大さくならないときは、でるでるつ 
まみを操作して、しんの高さの調節をして<ださい。 

/-お願い- X 

•購入して初めてお使いになるときや、巧しいしんに交換したときなど、炎び巧分に出ているときに、でるでるつまみを③ 
や⑤へはめ替えると炎が大さ<な0すざ、すすび発生します。 

がが大きくな5ない時 iU がは、でるでるつまみを①で使用してください。 

•不良'な油や変質灯油を使用して、しんに水やタールび付着したとさはでるでるつまみを操作してを巧果びない場合びあり 
ます。その場合は14ぺージ riwi 2しんの手入れをするの項を参照してしんの手入れをおこなって<ださい。それでち 
良くな5ない場合は、新しいしんに交換して<ださい。 


緊急消乂レバーを押し下げる。 

巧猩自動消火装置を作動させてください。 

対霞自動消义装置を作動ごせてしんを完全に下げた状態にしないと、でるでる 
つまみをはめ曾えることびでさません。 

しん調節つまみを引さ抜く。 

でるでるつまみを引つミ長り、でるでるつまみの③または⑤印の巧のいずれかを、 
固定ピンの凸部にはめ替える。 

①から⑤の巧へ、③か6⑤の巧へはゆ替えることによ0、しんの离さはそれぞ 
れ約2のの离<なり、炎び大さ<な0ます。 

逆に、炎をルさくずる場合には、⑤を⑤に、⑤を①にはめ替えます。 


确浸 SI 


巧るミ肖义レバー\ 



しん视の—)ホみ 


田をビンががの 
巧 a に巧ること 


でるでるつまみの位置 



③ 

しんの高さ 

約 8 mm 

約 10 mm 

約 12 ram 


脚 


MlillllllllM. 


3しん調節つまみを取り付ける。 , 

でるでるつまみを①か5②または③にはめ替えますと、点火の際しん調節つまみを回したとさ、しん 
調節つまみの目印の止まる位置び、飾板に書いてある r でるでるお J の風または感位置にかわります。 



巧震自動消乂装置 


•巧酉自動消义装置は、ストーブ本体が地霖(悪度約5な上)や強い振動、衝擊を受けたとき、火がなどのち検を防ぐために自動 
的に消义させるを全装置でず。 

•地裝によって作動した場さは、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど異常がな 
しにとを確認したを、再点义してください。 


巧震自動消义装置の取扱い上の注意 j 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消火の際に巧震自動消火装置を作動させますと、においび発 
生します。 

•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するときなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火レバーを押し下げて巧 
震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってくだごい。 

•ストーブを長い間使用しないときは、巧震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、対震自動消乂装置の寿命に悪影響をあたえます。 

• ふさこぼれやすい牛郭-鍋物の煮たさ(保温)に、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんにタールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作が重くな0、対震自動消火装置び作動してを 
消火性能び善しく悪くな0、火災の原因になります。 


消乂のしかた 
























点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなラとさは 


使弓たびに 


点巧箇戸斤 


ス I -ーブを消火し、本体の温度が巧分に下びってか5おこなってくださし、。 
手をけびしないように手袋をはめて、おこなってください。 

巧更自動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

必ず乾電池を、電池ケースから取りはずしてか6おこなってください。 


油漏れ 


窓雲母 


点検巧容 

処置方法 

♦ストーブの周囲に可燃物や障害物びあ0ませんか。 
[火災の原因になります] 

•常に整理-掃除をし巧磁物をストーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

•油タンク、置台の表面に、油びこぼれたり、たまった 
り、にじんでいませんか。 

[义災の原因になります] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ油はされいにふ 
き取ってください。 

•油漏れはありませんか。 

[火がの原因になります] 

•油び漏れている塌合は、ずぐに使用をやめ、お胃い 
求めの販売店に修理依頼をして < ださい。 

•破れたり、巧びあいていませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

■13 ぺージ1窓蜜母のでおのしかた1巧養腊して.郎 
しい窓雲母に交換してください。 


1箇月に1回上 


点お茵巧 

点巧巧容 

ほこり 
挺綱さ気巧入お 
{しん案内旨下部） 

•屋台にほこりびたまっていませんか。 

• 置台の上に物び入りこんでいませんか。 

[異常燃焼や乂災の原因にな0ます] 

巧巧自動 
消火装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、 S 台をゆ 
すると、巧霞自動消火装置び作動します。そのとさし 
んび下びり、しん調節つまみび r 裝急消火位置 J の位置 
に戻 D ますか。 

[確実に消义することを確認] 

ミ由タンク 

•ミ由タンクに水やごみげたまっていませんか。 

[しん上下の操作び重くなったり、錯やミ由漏れの原因に 
な0ます] 

_ 


2箇月に1回 ly 上 



点お巧容 


»点乂しない。あるいは、点火しにくくあ0ませんか。 
[点火 ヒーターを 点検] 

[〇 in fx ~~[X[X~~ I 



♦点火ヒーターのフィラメントは充分にホ<なっていま 
すか。 

〔乾電池の電圧(消耗)点横] 


•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび巧着していま 
せんか。 

〔異常燃焼の原因になります] 


* しんの先端にタールが付着して、固<なっていません 
か。 


しんに夕ールび付着していると、巧のような不具ちび 
発生しまず。 


•消火操作をしてを、しんび下びらず、消乂しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでさない。 

•点火操作をしてち、点义しない。あるいは、点火し 
にくし)。 

•炎び大きくな5なかったり、燃焼中ににおいびする。 



処■方法 


•置台を取りはずし、たまったほこり、ごみなどを掃 
除機で吸い取つたり、雑巾などで&を取ってくだご 
い。 


• しん調節つまみび r 緊急消乂位置」に戻らない場合は、 
しん、感震部の項の点検をしてください。 

•販売店に修理依頼をしてください。 


•給油□ふたをはずして、巿販の給油 
ボンフなどで、ミ由タンクの中の水や 
ごみを、吸い出してください。 


処■方ミ去 


• 点火 ヒー ターのフイラメントび 
変形している場合は、必ず電池 
ケースか6乾電池を巧いてか5 
マッチ棒などで、図のよラに軽 
く修正してください。 


•変おびひどいちのや、断線している場合は口ぺージ 
火とーターの交拐の しかた I を参照して、新し 
い点火ヒーターに交換してくだごい。 


•赤熱不足の場合は、 6 ページ軍池を取り付ける I 
を参照して、新しい乾電池に究換してくださし、。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすをおり除さ、 
されいに掃除して < ださい。 

•タールが付着している堤合は、14ぺージ n 霞 1 2 
しんの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこ 
なってくだごし、。 

•しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、新 
しいしんに交換してください。 
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火 

の 

回 

0 

び 

遅 

し、 


• この表！;!がの不具合びあるとをは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


11ぺージ 
<直す。 

点乂ヒーターを交換する。 
置台を掃除する。 


を参照して正し 


置台に、ごみ、ほこりかたまっている。 


点火 ヒーター 


点火ヒーターのフィラメントの形状 
が正常でない。切れている。 


ショートしないよラに直す。 
不明の時は販売店に連絡する。 


点火装置がシヨート（短繳している。 


コードびはずれてし、るときは正しく差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 


点火装置のコードびはずれている。 


正し<乂む直す。 （6 ページ参照) 


正しく入れていない。 


新しい乾電池に交換する。 （6 ぺージ参照) 


乾電池び消耗している。 


正常な巧油に交換する。 
新しいしんと交換する。 


打油び水やごみを含んでいる。 


正常な灯油に交換する。 
新しいしんと交換する。 


灯油び変質している。（巧れた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 


新しい窓雲母に交換する。 （13 ベージ参照) 


窓雲母の破れ、はずれ。 


しん調節器の上面のタール•ごみを取りの 
ぞく。 


しん調節器と燃焼筒との間にすさ間 
がある。 


燃焼筒の下部びラまく揃っているかを確か 
める。(揃いび悪い場合は販売店に連絡する。) 


燃焼筒の変お。 


点火してか6必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


燃焼筒びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。 （14 ページ参照）また 
は、新しいしんと交換する。 

油タンク內の灯油を正常な丹油に交換する。 


しんに タールが ついている。 


新しいしんと交換する。 

油タンクのかを巧を、をれレな灯油ですす 
ぎ洗いする。 


油タンク內に水び入っている。 
しんび水を含んでいる。 


しんの高さを調節する。 （10 ページ参照) 
新しいしんと交換する。 


しんの出び少ない。 


しんを下げて、炎を調節する。 


しんの出過ぎ。 


処置方 


点検•手入れのしかた 


2箇月に1回 W 上 

協効綱 



点検內容 


•感震部にごみの付着や鏡はありま 
せんか。 

[巧震自動消火装置び正しく作動し 
ません] 



処畳方ま 


•ごみやほこ0は、やわらかい巧でされいにふさ取ってく 
ださい。 

•绩びを量に発生している場合は、お買い求めの販売店に 
修理を依頼してください。 


1年に1回 ly 上 


点検箇所 

点検巧容 

処芭方法 

点义装置 

• 点乂装置の作動はスムースですか。 

[点乂不良の原因にな0ます] 

•点乂装置に付着したごみやほこりは、防績潤滑剤 （CR 

C 等）をかけてか6、きれいな布でふき取ってくださし、。 
•13 ページ1点义ヒーターの交巧のしかた1を参照して、 
本体を取りはずしてから手入れをしてください。 

•鐘びをいちのや、巧れび取れず作動び悪い場合は、お買 
い求めの販売店に修理を巧頼して < ださい。 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回） 


長期間使用されますと、機器の点檢び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、または、修理資格普[(財） 
曰本ち油燃焼機器保守協会 （ TEL .03- 34目 9-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了着（石油機器技術管理±)など]のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。 


故障 • 異常の見分けちと処置方法 H 彦理を依頼される前に 


燃焼筒-炎筒 


乾空池の消巧び激し： 


しん上下の操作び重い 


しんび下びらない 


消乂しない.し 


や、すすび化て燃える 


お手入れ•保管 



















































部品交換のしかた 



•曾えしん、点义ヒーター、，客雲母、燃焼筒などの交換部晶が必要な場合は、お買いボめの販売店にご相談ください。 
•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様ネ目談 窓己 までお間し、合わせ< ださ•し、。 


い、な しんなどの巧換部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定部品）を巧用してください。 i 

/!\ /3 E 純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障やぞ巧できない事故び \ 
発生ずるおそれびありまず。 


部品交換のとをのを意 


•ご自分で部品交換される場合は，下記の頃目を守り、やけど、けがなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってください。 

⑤乾電池は必ず電池ケースからはずしてくださし、。 

頸手をけびしないように、手袋をはめてください。 

•不完をな修理はを険でず。お賈いずめの版売店か、（目が日本石迪齡焼機器お巧協会でおこなう技術管理講習会惶了着（石油機 
器技術管理±)などのいる販売店で修理を依頼されることをおすずめしまず。 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん 

トヨ耐熱しん第125種 I 商品コード:12012807 

しんの交換方法-ま意内留は、トヨ耐熱しんに添付されている取扱説明 
書をお読みください。 


呼， 

w 


JIS 適合検査合格显はこのマークび 貼っ 
てあります。マークの色彩は、白地に赤 
インクで表示さむています。 


窓雲母の交換のしかた（ビこ-ルなどの可燃性のものは絕巧に使わなし、でくださし、。） 


窝醒母 ] 商品コード:12014902 

•窓雲母び巧れたり、破損した墙合は、が筒に付いている r 固定わく_!を止めているねじ2本を取 
りはずし、固定わくをおりはずしてください。新しい「窓雲母の切り欠さ J と r 固定わくの巧」を 
合わせてから、炎筒にねじで固定して<ださい。 




虹ちわく f 


燃焼筒の交換のしかた 

「燃焼筒 y 商品コード:12012806 "1 ■燃焼筒の構成部品び、変形していた0、燃焼筒の下部びラま<揃っていない場合は、お 
__賈い求めの版売店,または別紙の r お客様相談窓己=^1 までお問い合わだください。 

乾電池の交換のしかた 

• 日ぺージ 巧通を巧日巧ける ] をを照して' おず2個とも市販の新しい乾醒池！:単二お乾里池〕に交換してください。 
•取りはずした古い乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は、電池能力び巧っていれば他の製品に使用できますので、再利用 
されることをおずすめします。_ 

点乂 ヒーターの 交換のしかた 

ちか卜- 々_~ y 商产っ—ド.110271121•点火ヒーターの交換をするときは必ず,乾電池を電池ケースから取りはずしてください。 
_ Lz _ •(緑パック ） I 乾亀池を入れたままおこないますと、やけどをすることびあります。 


電池ケースカバーを my . i ,.. 
おりはずし、乾輩池 
を取り出してくださ I 
ぃ。 

「緊急消火レバー」を押し下げて、対漫 
自動消火装置を作動させてください。 


体と油タンクの接合部の体止めねじ3 
本を取りはずしてください。 


炎筒をゆっくりと持ち上げて、炎筒と 
燃焼筒を取りはずして < ださい。 



片手でヒーターホルダー•をつまみ、 
点火ヒーターを巧しつけなび6回し 
て、ヒーターホルダーから巧さおつ 
てくだごい。 


な义ヒーター 
の凸部 

ヒーター 
ム ，ホルダー 


城が先。 

_ぐホ止め 


ヒーターホルダー 

y 义ヒーター 
凸那 
ヒ—夕— 
,ホルグー 


••と—夕—ホルグ_ 


片手でヒーターホルダ_をつまみ 、 jjj I なを岳ーター 
新しい点火ヒーターの凸部をヒータ 
ーホルダーの溝を通すように入れた菜集ダ~ 
ら、押しつけなびら回して、点火ヒ續 
—夕一の凸部を、ヒーターホルダー//!^ V 
の凹部にはめ込んで < ださい。 

♦庶乂ヒーターのフィラメントに、 

指を触れて変おさせないようにし 
て < ださい。 

炎筒をかぶせ、体止めねじ （3 箇所)で固定してください。 
燃焼筒と乾電池を元通り正しく取り付けてください。 

燃焼筒つまみを軽<左右に2〜3回動かし、燃焼筒び正 
しくしん調節器にセットされているか、しんの上にのつ 
ていないかを必ず確かめてください。 



① 13 ベージの r 点义ヒーターの交換のしかた 1の1〜4項を参照して本体を取りはずし、しんの先端 
び固くなっている時は、ラジオペンチなどで固い目！5分を提くつぶしてからおこなってください。 

② 前項1の手順で油タンクの口油を巧きおってください。 

③ 本体を元通りに取り付けてください。 

④ 通常の点火操作をして、正しく燃焼させてください。 

⑤ 乂力びルさくなった5、しんを一杯に上げて自然に消义するまで燃やしきってください。 

置台を取りはずし掃除ずる。 ' ^ 

屋台の止めねじを取りはずし、油タンクを矢印の方向に回して匿台を取りはずし、置台の上のほこり ® タン g 
や巧れを取り除いてくだごい。 ；~~ ' 

取りはずした置台は、必ず元通りに取りつけてください。 

電池ヶースか5乾電池を取りはずず。 ^ 

乾電池を取りつけたまま保營すると、巧漏れしてス I ブを腐食させることびあ0ます。 

巧震自動消乂装置を作動させる。 

巧棋自動消义装置を作動させ、しんを下げた状態にして< ださい。 

点検、掃除をずる。 

①りぺージの r 点検’手入れのじ方巧 n の項目にしたがって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

⑤ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるをのは新しいものに交換してください。 

③ストーブの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた巧で水気を取り除いてください。 

収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気のかない場巧に保管してください。 
r 取扱説明書」や r 保記書」も忘れずに大切に保管してください。 

( -お願い- V 

•高温を湿、直射曰巧の当たる場所には、巧舊しないでください。 

請び出たり、樹脂部品び変おする原因になりまず。 


辭？じを 


•灯油は変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いきる）ようにしてください。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は電池能力がのこっていれば他の製品に使用でをますので、再利巧され 
ることをおすすめします。 


厚さ 


内搔 


約 11. 5時間 


時 


焼 


7.2 L 


170% 

対震自動消火装置（しん降下式) 


吸上量 


目. 66 kW 


3.5 mm 


0.647 L/h 


大燃料消費量 


120 mm 


呼び 

寸法 


油り吃1号) 


トヨ耐熱しん第1巧種 


品番巧31003014 


普通筒しん 


約 13 kg 


電池点火〔単二 形乾電池2個 • 別売) 
商品コード11027112 


498 mm 


しん式•自然対流お 


498 mm 


自然通気お開放式石油ストーブ 


種 


589.6 mm 


局ご 
幅 


外形寸法 
(置台を含む) 


KS -67 A 


本ぺージの I 保管(~長期齒梗用しない場音广| の1項を参照して、油タンク內の巧油を抜き取り、輩池ケースから乾電池を取りはずし 
て廃棄してくださし、。 


廃棄ずるとを 


油タンク内のな油を巧き取る。 

•油タンクの 給ミ 虫□ふたをはずし巧版の給油ポンプの吸込側を油タンクに善し込んで、油タンク巧の 
丹ミ由を抜さ取ってください。 

•油タンクにかやごみび残ったまま保管すると、錯や油漏れの原因になります。走れいなな油ですす 
ぎ洗いをしてください。 

しんの手入れをずる。（か5焼をクリーニング） 

( -お願い- N 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

• しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気をおこなってください。 





長期間使用しないとを又は保管するとをは、必ず灯油を巧いて、霞池ケースか5乾電池を取り 
はずしてください。 

傾けたり、横制しの状態では保管しないでください。 

义災のおそれびありまず。 


〇 


A 注意 


保管（長期間使用しない場合) 


お手入れ‘保 






























アフターサービス 


保証について 


■添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載內容をご確認のラえ大切に保管してください。 
★保部期間は、お買い求めの曰より1年間で ず。 

/-お願い-- S 

次のよラな原因による故障および事故につさましては、保証の対象となりませんのでミ主意してください。 

(1) 変質巧油や不純好油など、またなミ由 iU がの燃料を使巧したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆさとどかなかったために起こった故障や事故。 

(3) 純正部品しソがのものを使用したり、しんに夕ールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足や、点火ヒーターの 
断線による故障。 

(4) ; 肖耗品(乾電池、しん、点火ヒーター、窓雲母)の故障。 

(己）この取扱説明書や、本体貼付ラベル類による危険-奮告.注意.お願い事項び守6れず、誤った使い方をごれた場合の 
故障や事故。 

•その他詳細の保謡内容については、保詔書の記載内容をご覧ください。 


修理を依頼するとを 


• r 故障-異常の見分けちとの置方法 J り2ぺージ)に従って、姐置をおこなってください。 

直6ないときは、使用を中止し、必ずお買いホめの販売店に修理を依頼してください。 

•下記の事項を連絡してください。 

①品名…石ミ由ストーブ(自が通気お開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… KS -67 A 

③ お買いホめ年月曰 

④ な皆の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話室号 

•修理に際しましては、保記養を提示してくだごい。な詔書の規定になって、販売店び修理させていただきます。 
• 保証期間び適ぎていてを、依頼によ0有料で修理させていたださます。 

•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


補修脚性能部品について 


•石油スト-ブの補修用性能部品(製晶の機能を維持するために必要な部品)の保有巧間は製造巧切り後目年です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買い巧めの販売店、または、ちよりの 1^1巧 相談窓□-を！（別紙参照)までお巧 
い合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

KS -67 A 

お買い求め年月曰 

年月日 

お買いホめ店名 

\ 

(電話番号 ）（ ) 一 

_ y 


株式会社 1-31-5 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号 
干 467-08 己己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


E ss 

きミミミミ 巧巧を社トヨトミは供国魚巧の一巧としてこの巧の設巧»はちを巧を®用していまず。 

S 
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